
 

⑯児童欄について
　　H18.4.2以降⽣まれの⼦（0歳〜⾼校⽣年代）をご記⼊ください。

　【監護の有無】
　　有︓⽇常⽣活等の世話等をしている
　　無︓世話等を全くしていない（←児童⼿当⽀給されません）

　【⽣計関係】
　　同⼀︓親⼦関係にあり、児童と⽣計を同⼀にしている
　　維持︓親⼦ではないが、児童の⽣計を維持している
　　　　　（⽣活費の半分以上を⽀出）

　【同居・別居の別】
　　別居の場合、「児童⼿当別居監護申⽴書」が必要です。

⽗⺟のうち、⽣計を維持する程度が⾼い⽅
（恒常的に所得が⾼い⽅）が請求者です。

記入例 ※黄色が記入部分、赤字は例

＜例＞
南砺 春男（大学⽣で県外に居住）
　→【監護相当】および【⽣計費負担】が「有」のため、「監護相当・⽣計費の負担についての確認書」の提出が必要です。

医王 夏美（婚姻をし、夫婦で独⽴して⽣活を営んでいる）
　→【監護相当】や【⽣計費負担】が「無」のため、多⼦加算のカウントとなりません。「監護相当・⽣計費の負担についての確認書」の提出は不要です。

⑰児童の兄姉等欄について
　　H14.4.2〜H18.4.1⽣まれの⼦（大学⽣年代）をご記⼊ください。

　【監護相当の有無】
　　有︓⽇常⽣活等の世話等をしている
　　無︓世話等を全くしていない

　【⽣計費負担の有無】
　　有︓⽣計費（⾷費、家賃等）や学費、⼦の保険料等の経済的負担をしている
　　無︓経済的負担を全くしていない
　　　　（⽗⺟等から独⽴して⽣計を営んでいる）

どちらも有の場合、第三⼦加算対象となるため、
「監護相当・⽣計費の負担についての確認書」
が必要です。

請求者、配偶者等欄の【職業欄の区分】
ア︓被⽤者
　→厚⽣年⾦加⼊者・公務員以外の共済年⾦加⼊者

ウ　︓被⽤者でない者
　→国⺠年⾦加⼊者・年⾦未加⼊者
　→専業主婦やパート等の被扶養者

※請求者が公務員の場合は、 勤務先にお問い合わせください。
　 南砺市こども課では⼿続き不要です。

税法上、請求者が配偶者控除・配偶者特別控除を
受けている場合は「控除対象配偶者」になります。

提出⽇（投函⽇）を記⼊してください。

振込先口座は、請求者名義のものです。


